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本学附属図書館所蔵，橘曙覧の短冊
膽 吹 　 覚
橘曙覧は，江戸時代末期に活躍した歌人で
ある。曙覧は文化９年（1812）５月に，越前
国福井城下の石場町（現在の福井市つくも１
丁目）の筆墨商，正玄五郎右衛門の次男（嫡
男）として出生。その後，家業を異母弟に譲
り，天保15年（1844）８月に，飛騨高山の国
学者，田中大秀に入門。大秀は本居宣長の門
人である。弘化３年（1846），曙覧は正玄家
の裏にある足羽山中腹に移り住み，黄金舎と
称する。その２年後の嘉永２年（1848）には，
三橋町に転居し，その家を藁家と称した。曙
覧はその藁屋で多くの歌を詠み，また門弟た
ちに歌文の指導を行なった。元治２年（1865）
２月，福井藩主松平春嶽より志濃夫廼舎の号
を賜り，出仕を勧められるが辞退。慶応４年
（1866）８月28日没。享年57歳であった。著
作に『志濃夫廼舎集』『藁屋詠草』『榊の薫』
などがある。なお，曙覧の本姓は，前述のと
おり正玄であるが，曙覧の正玄家が井出左大
臣橘諸兄を先祖とすることに拠り，橘と改姓。
また，初めは名を尚事といったが，こちらも
後に，姓の橘に因んで曙覧（朱実〔朱い実〕）
と改めている。
右の写真は，本学図書館が所蔵する橘曙覧
自筆の短冊である。本館が所蔵する曙覧自筆
の短冊は，この１点のみである。なお，本館
には，この短冊以外に，曙覧作の「日本建国
之吟」と題する漢詩一篇が表装されて所蔵さ
れている。この漢詩については，既に前川幸
雄・前川正名・水島直文著「橘曙覧作「日本
建国之吟」考」（『福井大学教育地域科学部紀
要　第１部　人文科学（国文学・国語学・中
国学編）』第52号，2001年12月刊）の研究が
あるので，そちらをご覧いただきたい。
本館所蔵の曙覧自筆の短冊は，縦36㎝，横
６㎝。虫損はないが，その表面下部の一部に
かなり摩滅，或いは剥離した箇所があり，保
存状態はけってして良好とはいえない。
短冊の裏面には，下記の３種類の印記が認
められる。
①「福井縣／師範學校／圖書館」（方形朱印）
②「福井大學／圖書館」（方形朱印）
③「郷土資料」（方形藍印）
また，福井県福井師範学校の蔵書ラベル（「原
法第98号」）も貼付されている。これらのこ
とから，この短冊が，かつては福井県福井師
範学校附属図書館に所蔵され，その後，国立
福井大学附属図書館に移管されて，現在に至
っていることが知られる。
短冊の表面には，次の和歌１首と曙覧の署
名が記されている。（原文は縦書き）
白
くろむよはつひにあらしなしら玉の
うるはし玉はくりにすれとも　　曙覧
この和歌は，しかし，水島直文・橋本政宣
編注『橘曙覧全歌集』（岩波文庫・1999年７
月刊）収録「橘曙覧拾遺歌」（1050番歌）に
既に翻刻されて掲載されており，その本文の
表記（仮名と漢字）も同じである。つまり，
本稿で紹介している短冊和歌は，すでに世に
知られている作品なのである。『橘曙覧全歌
集』（岩波文庫）は，その1050番歌の出典を
『橘曙覧翁遺墨展覧会出品目録』（福井市立図
書館・昭和７年11月刊）としている。しかし，
この目録は，現在，福井市立図書館には所蔵
されておらず，本稿で紹介している曙覧の短
冊と『橘曙覧翁遺墨展覧会出品目録』収録の
「くろむよは」の短冊とが同一のものである
か否かは，現在のところ確認がとれていない。
また，この短冊の制作時期も現在のところ，
私には不明である。
「くろむよは」の１首の大意を『橘曙覧全
歌集』の脚注を参照して現代語訳すると，お
よそ次の如くであろう。すなわち――，
何とか暮らしが立つ程度の世の中は，死ぬ
まで訪れないだろう。白く麗しい玉が，たと
え水中の黒い土になったところで。
曙覧の生活は，けっして楽ではなかったよ
うである。その苦しい生活ぶりを詠んだ歌を
『志濃夫廼舎歌集』より，２首挙げてみる。
かくて一月二月ばかりは，こまやかに
しるしもてゆきけるが，あまりわづら
はしさにおこたりざまになりにたり，
さて思ふに，おのがさがよ，いかにも
てつけなほさんにも，かかることは，
えたふまじきなりけり，よしや今はよ
くもあしくも，おのが心のむきにこそ，
ととぢたる物もかたへにうちやりて，
夕煙今日はけふのみたてておけ
明日の薪はあす採りてこむ（№37）
煙草買ふ銭無かりし時
けぶり艸それだに煙立てかねて　
なぐさめわぶる窓のつれづれ（№92）
曙覧はその苦しい生活を嘆いた和歌をいく
つか作っているが，それらには絶望や悲哀の
色は薄く，むしろ明日への活力や清貧を楽し
むゆとりやユーモアに満ちた作品が多い。本
稿で紹介した「くろむよは」の１首も一見す
ると，未来永劫救われないであろう生活苦を
嘆いた作品と解釈できるが，その初句で「く
ろむ（黒む・暮らしが立つ）」と起こし，そ
こから色彩的に対照的な位置関係にある「し
ら玉（白玉）」を導き出し，さらに結句で
「くり（涅・水中の黒い土）」を用いているあ
たりは，一種の色彩的な言葉遊びの様相を呈
しているともいえるだろう。そこに曙覧の和
歌もつ文学的な「楽しみ」を看取することが
できるのではなかろうか。
橘曙覧に関する資料（著書や短冊や詠草な
ど）は，現在，橘曙覧記念文学館で所蔵・展
示されており，一般に公開されている。
（いぶき・さとる　留学生センター講師）
橘曙覧の短冊
